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英
蘭
銀
行
券
と
攻
府
紙
幣
と
の
合
併
に
裁
て

田

中

金

司

四 三二

法

案

の
輸

廓

勘
定

の
襲
他

法

案

の
解

耽

法

案

の
批

評一

貫
団

政
府

が
去

る
五
月

二
日
顎
骨

に
政
府

紙
鰭
並

に
銀
行
食

の
合
併

に
随

す

る
漁
業

を
鍵
田
し
-て
.開

戦

カー
レ
ン
シー
,′-
ウ

以
束
玲
通
し
凍

れ

る

1
番

並

に
十
志
の

政
府

紙
幣

を

英
蘭

銀
行

に
移
し
新

た

に
同
行

を
し

て
発

行

せ
し
む

る

】
捗

並

に
十
志

の
小
猫

銀
行

券
を
以
て
之

に
代

ら
し

め
.紙

容

の
統

)
を
計

る
と
同

時

に
､英
蘭

銀
行

券

の

夜

行
制

度

に
就

て
若

干

の
改
訂

を
加

へ
ん
と
し
た

こ
と
は
既

に
人
ゐ

知

る
所
で
あ

る
.

JJ
の
法
案

は

7
九

二
五
年

の
金
解
禁

と
時
を

同

う
し

て
制
定

せ
ら
れ
た

る
金
本

位
億
例
(T
h
e
G
old
S
La
n
d
a
rd
A
c
t,
)926)
に
於

て
解

決

せ
ら
れ
す

に
残

さ
れ
蘇

る
問

題

に
決
定
を
輿

へ
'掲

載
以
来

十
四

ヶ
年

に
亙

る
云

は

L4
憂
思

的
金
融

英
蘭
銀
行
券
と

政
挿
耗
常
と

の
合
併
にこ
就
て

(こ
〓
)

三三



賃
四
十
五
馨

第
二
披

(
二
一
二
)

三
柁

御
慶

に
終

り

を

告

げ

ん

と

す

る
試

み

に
外

な

ら

ぬ
｡

換

言

す

れ

ぽ

こ

は

過

去

十
数

年

聞

英

国

通

貨

制

度

虹

就

て
鵡

唱

論

議

せ

ら

れ

し
種

々
な

る
主

張

に
暫

し

英

国

敢

府

が

下

し

た

る
食

後

の
審

判

で

あ

る
｡

私

の
手

元

に
集

め

得

た

資

料

は

ま

だ

極

め

て
少

な

い

が
'之

を

基

礎

と

し

て
少

し

く

私

の
見

る
桝

を

記

し

て
見

度

S

と

思

ふ
｡

党

づ

法

案

の
輪

廓

を

叙

べ

て
定

-

を

優

と

す

る

で

あ

ら

う
0

第

一
俵

は
英

蘭

銀

行

に

7
藤

並

に

十

志

の
銀
行

券

を

哉

行

す

る

の
権

限

を

輿

へ
た

も

の

で

あ

る
｡

こ

の

小

額

銀

行

券

は
英

蘭
'蘇

捧

蘭

並

に
北

愛

蘭

に
於

て
無

制

限

法

貨

と

さ

れ

る
｡

第

二
侯

は
英

蘭

銀
行

券

の
保

護

費

行
限

度

を

二
億

六

千
再

審

と

す

る

こ

と
を

定

め

た

も

の

で

あ

る
｡

尤

も

英
蘭

銀

行

は

fJ
の
限
度

の
引

下

げ

を

大

蔵

省

に
要

求

す

る

こ

と

が
出

凍

る
｡

第

三
傍

は
英
蘭

銀
行

に
右
保
詮
蟹
行

に
封

t
証
券

を
保
有

す

る

こ
と
を
要

す

る

が
.其

の
中
五
首
五

十
寓
礎

に
銀

貨

を
以
て
充
嘗
す

る
こ
と
を
得

る
と
規
定

す

る
｡

保
控
準

備

の
内
容

毎
な
す
琵
券

の
種
類

T.i
托
別

に
喋

件
が

附
せ

ら
れ
て
居
な

い
｡

囚

_こ
こ
の
五
首
五
十
高
藤

の
銀
貨

に
日

下
政
府

紙
幣
準

備
勘
定

暮こ
保
有

せ
ら
れ

つ
～
あ

る
現

衣

高

で
あ

る
｡

第

四
峰

に
政
府
紙
幣

と
英

蘭
銀
行
券

と

の
合
併

事
績
を
規

定

せ
る
も

の
で

あ

る
｡

即

ち
或

る
指

定

せ
ら
れ

た

る

日

_こ
絶

て

¢
流
洩

政
府
紙
幣
に

銀
希
歩

と
し

て
見
放

さ
れ
'そ
れ
以
後

に
英
顧
銀
行
が
之

_こ
封

し

て
糞

住
み
責

ふ
｡



而

し

て
英
闘

銀

行

は

三

ケ
月

の
接
骨

鶴

間

を

以

て

,1
れ

ら
自

行

の
僚

夢

に
促

し

.i1
る
政

府

紙
幣

を
税
収

し

て
之

_

封

し

同

額

の
銀

行

券

を

交

付

ず

る

り
憶

張
を
輿

へ
ら
れ

る
O

第

五

蜂

に
政

雁

紙
幣

準

備

勘

定

在

英

蘭

銀
行

の
馨

行
部

_二
秒

譲

す

る
規

定

で

あ

る
｡

こ

の
際

政

府

証

券

の
評

債

に

市

債

に

よ

る
O

叉

政

府

紙
幣

準

備
勘

定

中

り
英

筒

銀

行
券

に
相

殺

さ
れ

る
｡

幕

大
塚

は

費

行

部

よ
り

生
ず

る
絶

て

の
利

益

に
政

府

に
鐸

屈

了

ろ

こ
と
を
規

定

す

る
O

第

七
曙

に

一
藤

並

に
十

志

り
鈍

行
券

¢
流
逸

期

間

を
定
む

ろ
も

Q

に
し

て
玉

顔

以

上

の

銀

行

券

の

そ

れ

Pb
四
十

-

(針

鰍

警

齢
錦

断
)-

ド
-

,二
十

-

と
慧

-

れ

ろ
0

第

八

保

は

所

謂

限

外

蛮

行

を

規

定

せ

る

億

項

に

て
大

に

注

意

す

べ

き

部

分

な

り
.

即

ち

英

蘭

銀

行

の
要

求

に

綻

払

大

蔵

大

臣

は

第

二
仮

に

定

め

た

る

二

億

六

千

寓

軽

の
保

謹
貴

行

限

度

を

越

え

て

六

ケ

月

を

越

え

ざ

る

期

間

に

於

て
或

る

ー
竜

顔

の
超

過

蛮

行

を

許

す

こ

と

が

出

来

る
O

而

し

て

と

の
期

間

は

更

新

を

妨

げ

な

い
｡

限

外

蛮

行

が

引

続

き

二

ヶ
年

に
及

べ

ば

は

じ

め

て

議

倉

の
承

認

を

必

要

と

す

る
｡

寛

九
燦

にi
英
蘭

銀
行

券

が
蘇

格
顧

及

び
愛

厨

の
蟹

券

叙
行

11於
て
銀

行
券

の
費

行
準

備

_こ
関

し

て

は
金
地
金

と

同
様

'1
見

放

さ

る

～
言
と

な

規
定

す

る

も

の
で

あ
り
東

十

傑
は

週

報

の
蟹

表
形

式

1ニ
殊

,0
瀬

峰

例
施

行

.1ニ

必

要

な

る
壁
寛

恕
許

可

す

る

こ

A
J
を

定

め

i1
も

の
で

あ

る
0

第

十

1
保

は

金

準

備

の
集

中
壷

使

用

の
節

約

を

撤

底

す

る
底

め

に

設

け

ら

れ

た

規

定

に

し

て
'金

本

位

煤

英
碗
銀
行
券
と

政
府
紙
幣
と
の
合
併
に
放
て

(
二
一
三
)

三
五



井
四
十
五
番

第
二
披

(
ニ
一
四
)

三

六

例

第

]
健

が
致

力

を
有

す

る
限

り
東

蘭

銀
行

は
英
国

内

に
於

て

7
高

砂

以
上

の
金
貨

並

に
金

地

金
を
所

有

す

る
者

に
対

し

て
其

の
使
途

を
報

告

せ
し

め
'若

し
使
途

が
即

時
輸

出

叉

は

工
聾

日
略

の
馬

め

に
あ

ら

ざ

る

と
き

は
強
制
的

に
之

を
買
収

す

る
樺
緒

を
右

す

る
JJ
と

1

な

る

の
で
あ

る
O

而
し

て
其

の
買

収

憤

椙

は
金

貨

の
場

合

に
は
同
額

の
銀
行

券

に
し

て
金
地

金

の
場

合

に
は

7
八

四
凶
年

の
銀
行
僚

例
第

四
煤

に
規

定

せ

る
買

取

慣

格

に
繰

る
｡

第
十
二
健

は‡
銀
行
券
に
文
字
'数
字
等
を
捺
押
又
は
書
込
む
着
_こ
封
す
る
罰
則
に
降
し
東

十

二
喋
托
本
蝶

例
の
轟

照

名

辞

(The
C
urrency

and
Batik
Note故A
ct,
1
9
2

8
)
艶
に
実
地
期
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
｡

0
0

(証
)

抹
某

の

全
文
に
B

anker.dM
a

gazine,
JuneJt
9
2

8
の
巻
末
_こ
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
｡

〓

そ

こ

で
英
蘭

銀

行

の
戯

態

は
攻
府
紙
幣
合

併

前

と
後

と

に
於

て
如
何

な

る
撃

化
を

受

け

る

で
あ

ら
う
か
｡

今
恨
少

に
五
月

二
日

現
在

を
基
礎

と

し

て
想
俊

し

て
見

る
こ

と

⊥

L
や

う
｡

同

日

に
於

け

る
英
蘭

銀

行

並

に

政
府

紙
幣

勘

定

旺
攻

の
如
く

で
あ

る
｡



Ⅰ 英 蘭 銀 行

五 月 二 EE (草色千頑)

野 行 部

英
蘭
銀
行
券
と
政
府
紙
幣
と
の
合
併
に
放
て

銀行券費行高 …… ……179066.!

L

､~▼1
17IL)～066.･
~ ~-----IA

政府貸上金….........‥‥‥...ll,015.

其他証券,_.__‥.….‥‥.......8,735.

金貨及び金地金.‥ ‥‥‥_159,316.

179,0朗 .

銀 行 部

資本金_‥. ㌔.…..…..‥,.‥..]4･553.

積立金..､...._‖‥～…."._....3,161.

政府預金‥.. ‥".‥‥..‥..13,680

民間預金.....‥........"....ユo上,410.

七El手形其他‥.….‥…...,.._._‥3･
132,807.

政府認容".. .‥ .........…31,385.

其他認容‥､‥‥‥.."..….‥."56,697.

銀符券"....･‥…‥…‥‥......43,310.

金貨及び銀貨....‥.,.…‥....1J415.

132,807.ー~~~~~~~~ ■ 一一

It政 府 紙 幣 勘 定

五 月 二 日 (単位千療)

政府奴常盤Iこ':さ

政府紙幣諾券…….‥.‥294,769･

投資準備勘定..‥ ‥… ….‥‥.12,251.

307,020.

8滴 救済未相殺紙幣を含む

(償還準備勘定)

金貨及金地金......‥.........～

英蘭銀行券…".....‥.._…..56,250.

政府謬聾…‥‥‥‥‥‥‥… 245ノ083･

英蘭銀行-の預ケ金….…..… 187.

銀 貨･･‥...‥… ‥‥...‥...… 5,500.

307,020.



第
四
十
五
懸

軍

義

(
二
一
六
)

三
八

こ
れ
ら
繭
勘

定
を
合
併

す

る

に
は
党

づ

英
商

銀

行
考

行

部

の
資

産
勘

定
中
.英

飽

詮

琴
金
貨

及

び

金
地
金
.

銀
行

部
負

債
勘

定
中
背
ハ
東
金
感

立
金
'民

間

預
金
.七

日
手
形
其

他
扇

じ
-

資
産
勘

定
中
東

伯

謹

琴
金

貨

及

び

鑑
貨

は
啓

の
ネ
‥

一
の
数

字

を

移

せ
ば

よ

S
o

次

に
政
府

紙
幣

の
準

備

勘

定
中
､英
蘭

銀
行

へ
の
預

ケ
金

は

7

且

こ
れ
を

銀
行

券

に

て
引
出

し
た
形

に
し

て
之

を
同

じ
-

準
備

勘

定
中

の
銀
行

券

に
合

し
.政

府

紙
幣

現

在

高

よ

り
之

を
接

除

し
た

る
残

額
即

ち

二
億

三
千

八
百

三

十

三
寓

二
千
棒

を
英
蘭

銀
行

に
移

し
獲
行
部

の
銀

行
券

発

行
高

1
倍

七

千

九

百

六
高

六
千

啓

と
併

せ

て
英

園

銀
行
空

行
部

の
薪

空

行

高

と

す

る
｡

又
政
府

紙

幣

の
準

備

勘

定
中

攻

府

謹

告

は
員
債

の
部

の
投
資

準
備

勘

定

と
相

殺

を
行

仏
英

の
残

額

二
億

三
千

二
百

八

十

三
商

二
千
辞

を

英
蘭

現

行
蛮

行
部

に
移
し
之

を

政
府
貸

上
倉

と
合

併

す
O

政

府

紙
幣

準
備

勘

定

中

の
銀

貨

は
そ

の
ま
1

之

を
英
蘭

銀

行
蛮
行
部

資
産

勘

定

に
移

せ
ば

よ

い
｡

そ

こ
で
残

る

の
は
英
蘭

銀

行

銀

行
部

負

債

の
政
府

預
金

と
同

じ
く
資

産

の

銀
行

券

と

で
あ

る
が
さ

き

に
政

府

紙
幣

準
備

勘

定
中

の
英

蘭

銀

行

へ

の
預

ケ
金

が
引
出

さ
れ

た

と
き
両
者

と
も

に
夫

々
右
預

ケ
金

の
額

十

八
寓

七
千

砕

だ

け
減

少
し
た

の
で
あ

る
か
ら
'其

の
減
少

し

た

ま

1
を
新

勘
定

に
記

入

す
れ

ば

よ

い
わ
け

で
あ

る
.

そ

こ

で
以

上

の
結

果

を
表

出

す

る
と
次

の
如
-

で
あ

る
｡



英 蘭 敢 行

五 月 ニ E] (草食千膚)

隆 行 部

英
蘭
銀
行
券
と
政
府
紙
背
と
の
合
併
に
就
て

銀行券費行高..･‥･.･.･･.･-417,398

__"_____._一.;
｣些聖二-｣

政府詮穿 ...･‥ ...,........… 243,84=7.

其地雷券...….., .__..‥....….8,735.

銀 貨…._.‥..........…....._5,500.

金貨及金地金‥.‥"..….i･59,316.

417398･

銀 行 部

資本金...…..... ....."...-…14,553･
積立金･･- -‥… .- 3,161･
政府預金‥.… ‥‥ =‥‥…13,493.

民間預金.... …...… 101,410

セ氏手形其他… ……..…...."....3-
132,620.

政府認容,～_-.......‥‥,..._...31,385.

其地雷穿-..…....｡.......,..."56697.

銀行券...….…."......_.......43.1玖

金貨及銀貨…..........,.,.....1,4ま5.

132,620.



第
四
十
五
番

第
二
琉

(
]二
八
)

四

〇

以
上

は
勿
論
仮
定
的

の
計
算

で
あ

る
が
大
過

は
な

い
と
信
す

る
.

そ

こ
で
英
蘭

銀
行

の
準
備
率

の
襲

化

を

見

る

に
'挙
行
部

の
正
貨

準
備
率

は
八
九
･〇
%

よ
り

三
八
･二
%

に
敵
城
を
し

て
居

る
が
､こ
は

7
九

二
五
年

の
金
解
禁

に
際

し

て
政
府
庶

衛

の
準
備
勘

定
中

の
金
貨

及

び
金

地
金

が
英
蘭
銀
行
を
行

部

に
移

さ
れ

る
と

)

同
時

に
'金
本
位
傭
例

に
よ

っ
て
同
行

は
政
府
紙
幣

に
封
し

て
も
金
地
金
免
換

に
鮭
ず

る
義

汐

を
夷

は

さ

れ

て
居
た

の
で
あ

る
か

ら
'今
ま

で

の
正
貨
準
備
率

を
銀
行

券

に
対

し

て

の
み
計
算

す

る
こ
と
が
不
常
な

の
で

あ

る
｡

従

っ
て
資
質

上
'蓉
行
部

の
正
貨

準
備
率

に
は
殆

ど
牽
化

な

し
と
云

ひ
偽

る

の
で
あ

る
｡

次

に
銀
行

部

に
於
け

る
預
金
準
備
率

は
三
八
五

%

よ
り

三
七
九

%

へ
僅
少

の
減
少

を
示
す

の
み

で
あ

る
｡

然

し
新

法

案

に
よ
れ

ば
保

JW
牽
行

限
度

は

二
億

六
千
高
砕

な

る
が
故

に
登
行

部

の
銀

行
券
畿
行
高

は
四
億

1
千

九
百

三
十

I
帯

六
千
砂

に
'銀
行
部

の
菅
塵
た

る
銀
行

券
は
四
千

五
百
四
罵

丁
千
罵
癖

に
槍
加

す

'(
く
.耽

っ

て
敦

行

部

の
正
貨
準
備
率

旺
三

八
･〇
%銀
行
部

の
預

金
準
備

率

は
三
九
･二
%

と
な

る
わ
け

で
あ

る
｡

三

次

に
新

津
案

申
重
要

と
思

は
れ

る
諸

鮎

に
就

て
解

説
を

加

へ
て
見

や
う
｡

第

7
は
保
経
費

行
限
度

の
決
定

に
裁

て

で
あ

る
O

JJ
の
問
題

に
就

て
は

7
九

1
八
年

の
カ

ン
タ
フ
委
員

倉
報

告

に
於

て
既

に
誘
諭

さ
れ

て
あ

る
｡

同
報

告

に
よ
れ
ば
戦
後
英

蘭

銀
行

の
保

有
す

+(
き
常
澄

的
正
貨
準
備

の
蛎

は

一
億

五
千
蔦
轟

を

以

て

日
額

と
す

べ



-
'保
詮
牽
行
限
度

の
決
定

は
少
く

と
も

f
ヶ
年
鼠

の
鍔
験

が
満

足
な

る
為
替
相
場
を
練
毎

し

っ
1

右

額

の

正
貨
準
備

を
保

持
し
得

る
こ
と
を

示
し
た

る
後

に
於

て
な
す

べ
き
で
あ

る
と
説

き
'而
し
て

こ

の
時
新

が
封

来

し
た

ら
政
府
紙
幣
を
回
収

し
之

に
代

る

に
英
蘭
銀
行

の
小
額
銀

行
券

を

以

て
す

べ
-
房

行
保

詮
頚
行

限

度
を

回
収

さ
る

べ
き
政
府
紙
幣
壷

府

語
合
準
備

の
分
)の
額

だ
け
増
加

す

べ
き

で
あ

る
と
な
し
た
｡

次

S

で

其
後

六
年
を
経

て
任
命

さ
れ

た
政

府
紙
街

並

に
英
蘭

銀

行
食

に
関

す

る
所
謂

チ
互

ム
パ

レ
ー

ン
(=

プ

ラ

ツ

F
ベ

リ
ー
)委
員
倉

の
報

償

堅
苦

し

7
九

二
五
年

末
に
金

の
自
由

市
場

が
回
復

さ
れ
た
な

ら
ば
｣保
詮
空

行
限

度

を
決
定

す

る
に
必
要

な

る
経

験

は

7
九

二
七
年
兼

ま

で
に
得

ら

る
+(
-
'政
府

紙
幣

の
英
蘭

銀
行

へ
の
移

管

は

1
九

二
八
年

の
初
期

に
宜

行
さ

れ

る
で
あ
ら
う
jJJ
濠
音

し

た

の
で
あ

る
.

満
足
な

る
感
替
相
場

の
下

に
於

て

7
億

五
千
寓
啓

の
正
貨
準
備
を
維
持

す

る
と
云

ふ
上
述

の
使
件

は
金
解

禁

以
来

三

ヶ
年

に
亙
妙
立

頚

に
成
就

さ
れ
た
′)

一
般
庄
治
界

の
諸

相

は
大
鰐
落
着

-

べ
き
と

こ
ろ

に
落
着

い
た
｡

雷

に
通
貨
制
度

を

統

1
し
筏

さ
れ
た

る
問
題

を
解

決

す

べ
き

の
時

で
あ

る
｡

か
-

て
事
腰

は
プ

ロ
グ

ラ

ム
通
り

に
進

行
し
新
保
琵
狂
行

限
度
を

カ

ン
ジ

フ
委
員
曾

以
来

の
標
準

に
従

っ
て
決

定
す

る
こ
と
1

な

っ
た

の
で
あ

る
｡

二
億

六
千
寓
諺

の
算
出

根
壕

は
次

の
如
-

で
あ

る
｡

政
府
紙

幣

規
#
(
7
九

二
八
挙
塵

の
保
護
費

行
限
度

は

二
位
四
千
凶
首
九
十
三
高

五
千

験
避

托
し
て
英
蘭

銀
行

券
現

在

の
保

経
費

行
限
度

は

山
千

九
百
七
十
五
寓
砕

で
あ

る
か
ら
.双
方

の
合
計

は

二
億

六
千
四
百

六
十

八
寓

五

英
傑
銀
行
券
と
政
府
紙
幣
と

の
合
併
ii
戟
て

(
二
一
九
)

均
｢



帝
四
十
五
奄

第
二
壊

(
二
二
〇
)

四
二

千

僚

棒

で

あ

る
｡

然

し

近

き

将

来

に

愛
蘭

自

由

団

の
新

通

賃

制

度

覚

滝

の
蓮

び

に

至

れ

ば
.日

下

同

国

に

あ

る
約

六

百

寓

礎

の
政

府

紙
幣

は
東

国

に
返

戻

回
収

せ

ら

れ

る
蓮

命

に
あ

る

か

ら
ど

の
緬

を

以

上

の
鶴

よ

り

差

引

-

と

二
億

五

千

八

百

六

十

八
寓

五

千

簡

酵

と
な

る
｡

JJ
れ

を

ラ

ウ

ン
ド

ア

ッ
プ

し

て

二
億

六

千

高

砂

と
云

ふ
数

字

と

し

た

も

の

で
あ

る
｡

試

合

に
於

て

は

二
億

六
千

高

砂

の
限

度

は

低

き

に
過

ぐ

と

の
議

論

が

あ
少

.
之

を

二
億

七

千

五

百

寓

棒

に

引

上

ぐ

べ

L

と

の
修

正

案

が
出

た

が

否

決

さ

れ

た
U

第

二

は

限

外

登

行

の
保

項
(第

八

僕
)に
就

て

で

あ

る
｡

と

の
煉

項

は
議

骨

に
於

て

最

も
問

題

と

さ

れ

た
鮎

の

7
つ

で
あ

る
｡

而

し

て

と

の
僚

項

ボ
如

何

な

を

意

晩

を

以

て
立

払

せ
ら

れ
叉

如

何

に
遥

用

せ

ら

る
1

か

に

よ

っ

て
新

法
案

の
基

礎

に
横

は

る
精

砕

は
著

し

く

異

る

も

の
と

な

る

の

で

あ

る
｡

･
云

ふ
よ
で
も
な

-
英
商

銀
行

の
教
赤

制
度

は

山
八
四

四
年

の
銀
行

保

例

の
定

む

る
所

に
乾

び
保
野
準

備
直

瀕
制

(ど

限
法

で
あ
り
取
外
蟹
行
を

認

埠
ざ

る
制
度

で
あ

っ
i1
｡

i1
ゞ

開
戦
直

後

に
蟹
布

せ
ら
れ
し
二

九

山
四
年

の
政

府

斌

幹

並

に
銀
行
券
健

例
｣
(T
h
e
C
u
rren
cy
and
B
an
k
No
tes
A

c
t
,
)
9
1
4
)

に
よ
り

大
戒

大
臣

の
許
可

を
得

て
限
外

費
行

を
な

し
得

る

や
う

に
な
る
に
に

な

っ
た
が
'こ
れ
素
よ

り
戦
時

懸
命

e
l
l
時
的
始
故

に
過
ぎ

な

い
.

戦

後
結
浄
状
態

安
定

後
英
蘭

銀
行

の
蓉
券
別
段
私
如

何

にこ
落
着

.P
L
む

べ
与

や
_ヱ
興
味

あ

る
開
法

と
し
て
残

さ
れ

て
屑
+i
¢
で
あ

る
｡



其

の
問

に
戦
時
戦
後

の
躍
敬
は
人

々
に
稽

令
の
新

し

∵

I
A
J
を
敦

へ
た
.

そ
し

て
粁

灸

の
費

行
制
箆

.1
開

し
諸

種

の
提
案
が
現

ほ
れ
il
が
'始

'T,)
絶

て

¢
議

論

に
共
通

七･6
る
こ
と
は
戦
前

の
菌

制

に
得

る

の
不
可
な

る

一
事

で

あ

っ
Lio

カ
y

>

フ
重
点
曾

は
夙

に

1
九

一
掬
年

の
蜂

例

lこ
認
め
ら
れ

た

ろ
限
外
費
行

の
制

圧

を
永
積
的

の
も
の
た
ら
し
む

る

こ
と
を
提
唱

L

i1
'雪
今
回

の
新

泣
案

も
亦

こ
の
提
唱

に
従

っ
た
も

の
で
あ

る
O

そ

こ

で
新

法

案

第

八
億

は

翠

に
恐

慌

時

に

の
み
利

用

せ

ら

る
1

罪

常

手

段

に
過

ぎ

ざ

る
か
､或

は
金

融

季

節

其

他

普

通

7
股

の
資

金

需

要

に
麿

ず

る
褒

め

に
も

活

用

さ

る

べ

き

も

の
な

り

や
｡

議

合

に
於

て
種

々

の

尿

閉

や
意

見

が
交

換

さ

れ

た

の
で

あ

る

が
'こ

の
鮎

に
関

し
陸

相

サ

-
･ヱ

ル
･ウ

ォ

ー
ジ

ン

･･･
ン
･

ユ

ダ

ァ

ン

ス

が

チ

ャ
ー

チ

ル
蔵

相

に
代

っ

て

な

し

た

政

府

常

局

の
言

明

は

こ

の
疑

問

を

7
掃

し

た
O

射

ち

其

の
大

意

を

要

約

す

る

と

夷

の
如

-

で

あ

る
()
日
-
'頭

八
債

は
筑

前

恐

慌

時

に
大
蔵

大

臣

が
議

骨

の
追

認

を

得

る
安

住

の
下

に
英

蘭

銀

行

に
奥

へ
た

傑

例

停

Jj
の
許

可
既

に
代

る

べ

き

も

の

に
あ

ら

ず
O

恐

慌

時

に
止

む

を

得

ず

適

用

さ
れ

る
も

の

に

あ

ら

ず

し

て
夷

蘭

銀

行

絶

裁

が
保

護

空

行

限
度

が

不

雷

に
通

貨

の
供

給

を

鷹

泊

す

る

と
感

じ
た

る
場

合

は
何

時

に

て
も

適

用

さ

る

べ

き
も

の

で

あ

る
｡

例

へ
ぼ

外

国

が
其

の
保

有

す

る
砕

手

形

を

換

偵

し
叉
は
金

の
寧

馨

に
腐

心

す

る
が

如

き

JJ
と

あ

り

て
東

国

よ
り

金

が

引

上

げ

ら

れ
'其

の
結

果

英

国

の
通

貨

が
快

乏

す

る

が

如

き

場

合

は
屯

に

こ

の
保

項

の
活

用

を

見

る

べ

き

と

き

で

あ

る
.

更

に
将

来

人

口

の
増

加
.事

業

の
増
進

及

び

生

活

の
向

上
等

の
馬

め

に
通

貨

の
需

要

娃
宛

え
ず

埼

大

す

べ

き

に

よ

り
'こ

れ

も

英
蘭
銀
行
券
と

政
府
紙
幣
と
の
食
併
に
放
て

(
二
二
1)

四
三



第
四
十
五
魯

弟
二
坊

へ
二
二
二
)

四
四

の
必
要

に
厳

ず

る
窺

め

に
も
限
外
敢
行

の
便
法

は
耐
用

さ
る
べ
き
も

の
に
し

て
'若

し
そ
れ
が

二
ヶ
年

に
亙

り
曙
蹄

す

る
が
如

き
場

合

に
は
議
食

の
承

認
を
得

て
保
琵
費

行
限
度

を
淡

張
す
れ
ば

よ

い
｡

新

法
基

が
正

常

な

る
信

用

の
作

用
を
鷹
抑

す

べ
L
と
憂

ふ
る
譲
静

は
第

八
傍

の
精
紺

を
全
く
誤

っ
て
軒
樺

す

る
も

の
に

外
な

ら
す
jと
｡

(仰
紺
欄

蒜

S
)

然

し
限
外
発
行

は
英
蘭

銀
行
絶
鼓

の
牽
意

に
よ
り

大
蔵

大
臣
之

を
許

可
す

る
に
よ
少

成

文
す

る
も

Q
な

れ

ば
東

蘭

銀
行

の
意
轡

を
稚

め
ざ

る
限
少

､
右
政
府
富
局

の
音
明

の
み
を
以

て
し

て
蛙
か
-

の
如

-

茸

現

せ

ら

る
1

や
香
や
多
少
疑
問

な
き
紹

は
す
｡

こ
･J

に
於

て
か
下
院
第

三
譲

合

に
於

て
サ

ー
･
F'
ル
･
ウ

ォ

ー
ジ

y

ト

ン
･
ユ
ダ
ァ
ン
は
重

ね

て
第

八
億

の
師
鰐

に
旨
及

L
t英
蘭
銀
行

総
裁

よ
少
彼
(サ
ー
･
エ

ル
･
ク

ォ

-
ジ

ン
A

㌢

･
ユ
ダ
ァ
ン
)が
同
煤

に
閑

し
第

二
讃
留

に
て
言
明

せ
し
所

は
同
時

に
英
蘭

銀
行
常
局

の

】
般

的
意
見

を
代
表

す

る
も

の
に
し

て
か
く

の
如

き

は
ま
た
同
行

の
改
発

な

る

こ
と
を
言
明

す

る

の
梯
弛

む
輿

へ
ら

れ

し
旨

を

俸
達

し
た
｡

t
債
鬼
揖
之

限
外
蛮

行

に
閲

す

る
第

八
保

の
日
的

具
恐
慌

に
際

し

て
適

用
さ
る
1

こ
と

に
あ
ら
ず

し

て
寧

ろ
恐
慌

の
教

生
を
漁
防

す

る
こ
と

に
存

し
｣
r不

嘗

在

る
投
椀

に
よ
り

て
惹

起

さ
れ

た

る
も

の
に
あ
ら
ざ

る
一

眠
り
如
何

な

る
需
要

を
も
充

し
得

る
烏

め

に
適

用

さ
る

1
も

の
言

解
揮

さ

る
べ
き

で
あ

る
｡

･
第

三

は
英
蘭

銀
街

の
操

琵
吏
行

限
度

引

下
げ
を
要
求

し
得

る
棒
蛇

に
隣
し

て

で
あ

る
｡



英

蘭

銀

行

は
限
外

頚
行
規

定

に

よ
り
保
冠

蟹
行

限
度

の
云
は

i･
環

張

を
要

求

し
得

る
と
同

時

に
.こ
の
限

度

を
或

る
闘
間

中

引

下

ぐ

る
こ
と
を
大
戒

大

臣

に
要
求

す

る
樺
緒

を
認

め
ら
れ

て
居

る
｡

其

の
顎
間

は
英

蘭

銀

行

と

の
協
議

を
経

た

る
後
大
蔵

大

臣

が
之

を
決
定

す

る

の
で
あ

る
0

英

蘭

銀
行

は

か
-

し

て
若

し
保

讃
蓉

行

を

法

定

限
度

以
下

に
収
縮

す

る

こ
と
を
過

雷

と
す

る
場

合

に

は
該

限
度

の

7
時

的
引

下
げ

を
褒

求

L
t例

へ
ぼ
保
鐙

準
備

た

る
詮

弁

の

l
定

額
を
銀

行

部

に
交
付

し

JJ
れ

と
同
額

の
銀
行

柴

を
銀
行

部

よ
妙
回

収

す

れ
ば
容

易

に

こ

の
目
的
を
達

し
得

る
｡

銀
行

余

の
槍

費

を
不

可
紹

な

ら

し

む

る
制
度

が
不

可
な

る
と

同

時

に
其
収
縮

を
田

難

忽
ら

し
む

る
制
度

も
亦

不
雷

で
あ

る
O

こ

の
意
味

に
於

て
新

法
案

が
限
外

哉

行

と

相
並

ん

で
保
定
登

行

限
度

の

1
時

的
引

下
げ
を

可
詑

な

ら
し

め
し

こ
と

は
痕

引

の
需
要

に
感

じ

て
銀
行

券

の
伸
紀

を
自

由

自

在

な
ら
し

む

る
鳥

め

に
細

心

の
注
意

を
梯

ひ
し
跡

を

示
す
も

の
と
云

は

ね
ぼ

な

ら

ぬ
O

た

Z･
英
蘭

銀
行

は
保

詮
準
備

た

る
認

容

よ
り
1
生
ず

る
利

金

の
全

部

を
政
府

に
納

入

す

る
義

務

を
賞

ふ
が

故

に
'保

定
牽

行

限
度

を
縮
少

し

て

こ
れ
ら

の
記

券

を
銀

行
部

に
移
し
､以

て
自

行

の
利

潤

を
増

加

す

る

の
覚

に
出

で
ざ

る

+(
き

ゃ

の
危

倶

覆

し

と
し
な

い
｡

ケ

ィ

ン
ズ

の
如

き

は

と

の
鮎

を
指

摘

し

て
居

る
O

然

し

1

国

の
信

認

を

託

せ
ら
れ

た
石
英

蘭
銀
行

が
公
衆
頃

硯

の
下

に

か
1

る
露

骨

な

る
利

潤

追
及

を
敢

行
し

得

る

や
否

や
房

行

過
去

の
襟

度

に
宿

て
こ

の
慶

は

此
匠

的
少

な

い
と
思

ふ
O

且
不

適
雷

覆

る
場
合

に

は
大
蔵

大

臣

が
之
を
許

可

し
な

い
で
あ
ら

う
D

更

に
英
蘭

銀

行

は
保
讃
挙

行

に
よ
り

l
方
其

の
利

金

を
政

府

に
馨

は

英
蘭
銀
行
券
と
政
府
紙
幣
A
)の
合
併
に
就
て

(
二
二
三
)

四
五



第
四
十
五
魯

第
二
班

(
二
二
四
)

四
六

る
上

と
も
他
方

こ
れ
ら
銀
行

券

は
銀
行
部

の
準
備

と

な
り
､其
の
貸
出
総

力

を
増
加

す

る
が
故

に
之

に
よ

っ

て
右

の
損
失

を
倍

ふ
こ
と
が
出
来

る
｡

故

に
JJ
の
鮎

は
さ
し

て
憂

ふ
る

に
足
ら

ぬ
と
信

ず

る
｡

以
上
叡

べ
し
朗
を
綜
合

す
れ
ば
蔵
相

が
事

等
演
説

に
於

て
葛

し
た

る
言
琴

新

法
案

が
頚
表

さ
れ

た
な

ら

ば
'戦

前

に
於

て
許

さ
れ
た

る
に
此
す
れ
ば
遥

か

に
大

な

る
伸
縮

性

が
英
蘭

銀

行
並

に
大
蔵

省

の
共
同
動
伸

に
対

し

て
奥

へ
ら
れ

て
居

る
こ
と
が
蚤
見

さ
れ

る
で
あ
ら
う
言

の
意

味

が
郷

港

に
あ

る
か
を
怒
倹

す

る

こ

と

が
出

来

る
だ

ら
う
｡

た

ゞ
二
億

六
千
高
砂

の
革
額

な

る
保
謹
空
行

限
度

を
定

め
な

が
ら
｣快
諾
準
備

の
内
容

に
閲

し
銀
貨

の

T

定
額

の
外

に
は
何

等

の
規

定
を
設

け
ざ
り

し
こ
と
は
遺
憾

で
あ
る
｡

両

か
も
驚

際

に
於

て
は
大
部

分
政
府

琵
祭
を

以

て
充

さ

る

べ
-
想
像

さ
る

1
に
於

て
更

に
遺
憾

で
あ
る
｡

こ

の
鮎

は
云

ふ
ま

で

も

な
-

銀

符
券

の
伸
桁

を
念
慮

す

る
に
貰

っ
て
少

夜
か
ら
車

重
要
な

る
事

項

で
あ

る
｡

質

四

は
金

の
統

制

に
閲

し
英

蘭

銀
行

に
附

興

さ
れ

た

る
権
能

の
拭

張

に
就

て
で
あ

る
｡

嘗

て

1
九

二
五
年

の
金
本

位
偉
例

は
菜
園

銀
行
券

の
金
貨
允

淡
を
厳

し
'之

に
代

ゆ

る
純
金

四
百

オ

ン
去

以
上

の
金

地
金
允

換
制
度
を

以

て
し
た
｡

其

の
趣
旨

は
金
貨

の
玲
通
を
防
止

し
金

の
集

中
を
計

る
に
あ

つ

た

が
tと

の
鮎
を
道
号
野
L
た

る
チ

H
ム
パ

レ
ー
ン
委
員
合

の
意
噂

に
も
'こ
の
床
例

の
立
法

理
由

に
も
金
解
禁

雀

の
款
憩

に
虚

す

べ
き

7
時
的

稽
蓬

と
し

て

の
意

味

が
多
分

に
含

ま

れ
七

居
た

と
と

は
疑

な

S
.

故

に

や



が

て
恒
常
的

状
態

に
達

し
た
後

に
於

て
再

び
金
貨

免
換
､金
貨

流
通

の
菖

制

に
復

路

す

る
可
能

性

は
十
分

あ

っ
た
｡

嘗

時

･p

ツ

ド

ラ

ン

芸

ン
ク
の
月
報

の

如

き

は

こ
の
JJ
と
あ

る
べ
き
を
警

ロ
し

て
居
4i
o
(
y
eov?etat.y

鍔

.
ct･)

然

し
乍

ら
軒
禁

復

讐

妄

年

の
経
験

は
果

し

て
何
を
教

へ
た

か
D,

今

回

の
薪

改
案

に
就

て
下
院

第

二
語

合

に
於

て
サ

ミ

ュ

エ
ル
氏
(F
inanciat
Secreta
ry
to
Tr
easury)
が
政
府
富

局

の
説

明

を

な

す

に
際
し

て

ち
.や

は
り

金
貨

掠

通

が
浪
費

的

で
あ
少
､不
必
要

で
あ
少
､且
不
経

済

在

る
旨

の
主

張
を
繰

返

し

て
居

る
｡

か

-

て
新

法
案

は

た
ゞ

に
金
地

金
允

換
制
度

を
依
然
将
来

に
持
頗

す
る

の
み
を

以

て
足

ら
ず

と
な

し
東

に
選

ん

で
PH
重

用

叉
は
輸
出

用

以
外

の
使
途

に
於

て

7
高

時
以

上

の
金

貨

又

は
金

地
金

を
所
有

す

る
者

に
封

し

て
英
蘭

銀
行

に
強
制

買
収

の
権
能

を
典

へ
た

の
で
あ

る
｡

lJ
れ
ほ
鴎

分
思
切

っ
た
措
置

で
あ

る
.

恒
常

的

制
度

へ
の
復
鍔

の
篤

め

に
翻

定

さ

れ

た

る
新

法
案

に
於

て
か

ム

る
制
度

が
採
用

せ
ら
れ

し

こ
と
は
吾

々
の

看

過

す

べ
か
ら
ざ

る
所

で
あ

る
｡

こ
上

に
英

国

の
金
集

中
攻

策

は
更

に

l
段

の
進

展

を

示

し
た

と
云

は
ね

ぼ

な

ら

ぬ
｡

私

は
三
年
前
r英

国

金
本

位

復

鰐

の
意
義
妄

る
小
藩

を
結

ぶ
に
雷

つ
て
次

の
如

-
叙

べ
た
0

日

く
'r英

国

こ

の
度

の
新

制

度

(針
枇
虻
雛
胎

の
)

が
｢兎

に
角

こ

ゝ
数

年
間
｣の
意

園

を

以

て
制

定

せ
ら
れ
た

も

の
と
想
像

す

る

こ
と
は

正
常

で
あ

る
｡

然

し

lJ
の
制
度
箕
施
後

に
於

て
英

国

が
如
何

な

る

こ
と
を
頚

見

す

る
か

は
興
味

あ

る
間

短

で
あ

る
.

宛

か
も

7
八
九

二
年

以
後

の
項
太

利

の
如

き
蟹
兄

を

し
な

S
と
誰
が

云
払
樽

や
う
｣と
.

英
蘭
銀
行
券
と
政
府
戒
幣
と
の
合

併
に
就
て

(
二
二
五
)

四
七



第
四
十
玉
巻

第
二
妨

(
二
二
六
)

四
八

(姻

鯛
謂

脚
鯛
i(o
讐

)
而
し

て
昔

時

の

蒜

的
措
置

芸

や
か
い
恒
常

的

-

軌

度

と
-

つ

▲
あ
る

の

で
あ

る
｡

た

2̂

1
言
注

意

を
要

す

'(
き

は
英
蘭

銀
行

が
金

地

金

の
強
制

買
収

を
行

ふ

に
貰

っ
て
適

用

す

べ
き

相

場

は

1
八
四

四
年

の
煤
例
(第

拍
侯
)に
定

め
ら
れ

た
慣
格
即

ち

1
オ

ン
ス
､に
就

き
七

十
七
志

九
片

で
あ

る

に
封

し
.同
行

が
金
地

金
食

塊

を
行

ふ

に
際

し

て
適

用

す

べ
き
相

場

は

7
九

二
五
年

の
金
本

位
保
例

(第

一
偉
)
に

よ
り

7
オ

ン

ス
に
就

き
七

十
七
志

十
片
単

な

る
が
故

に
'そ

の
間

一
オ

ン
ス
に
就

き

7
片

牛

の
利
差

が
生
す
･

る
O

従

っ
て
英
蘭

銀
行

が
強
制
買
収

の
雄
細

を

濫
用

す

る
危

険

は
な

い
か
感

に
外
国

の
顧

客

の
鳥

め

に
壌

国

内

に

イ
ー

ア
･
p
-

ク
せ
る
金

を
管

理
す

る
者

に
封

し

て
不
雷

の
墜

迫

を
加

へ
る

こ
と

に
な

ら

ぬ
か

と

め

疑
問

が
生
ず

る
｡

然

し
乍

ら
外
国

の
烏

め

に

イ
ー
ア
÷

-
ク
せ
る
金

の
管

理
者

は
金

の
所

有

者

で

は

な
-

金

の
所
有
者

は
英

国

内

に
は
居

ら

ぬ

の
で
あ

る
か
ら
tJJ
の
種

の
金

に
就

て

は
右

の
如

き
憂

は
な

S
｡

又
発

行
部

の
利

益

は
新

法
案
棄

六
僕
)に
よ
り
.全
部

政
府

に
拓
屠

す

る
も

の
で
あ

る
か

ら
東

蘭

銀

行

が
差

金

を

得

る
目

的

を

以

て
金

買
収

経

を
濫
用

す

る
が
如

き

こ
と

は
在

を
賓

で
あ

る
…

(
詮
)

未
節

の
叙
述

_こ
施
し
て
姦
考

と
せ
る
も
の
に
攻

の
如

し
｡

rhn
k
e
LJs
M
a
g
a
z!n
e
,
J
u
n
e,
79
2
8
,
中

の

論

文

"A
ma
l

ga
n]a
tion
o
ご

h
e
N
o
te

Issues."

E
c
o
n
o
mi
c
J

o

u
rn
a
T.
Ju
n
e.
)918
中
の
ケ
イ
ン

ズ

氏

の
評
論
.(T

h
e
A
m
alga
,rjation
of
th
e
B
ritish
N
o
te
lBW
e

Sf.

T
heE
c
o
n

om
;st
r1
3

a

l一kl+ng
N
u
m
ber,
)9
28
;h
Tay
,
12;
M

ay,19;



T

h
e

S
t
a
t
i
S
t,
W
a
y
.
79
･J
hq
ay,
19
･,宅
a
y
,
2
6
･,

T
l】e.
iim
eF,M
ay
Jt2
;M
ay,15
;
LV
ay
,18
;
M
ay
,
23
;
)
ロ
ne'
8
(
五
月
十

二
日
按

を
除
く
外

托
絶

て
試
食

故
事

な
り
｡

議

曾

議

事

鐘

を

入

手

す

る

こ
と

能

は

ざ
り

し

み

以

て
議

骨

の
涜

説

要

領

に

大

塩

タ

イ

ム
ス
紙

に
操

れ

り
｡

倍
､本

法

菟
提

出

り
少

し

前

に
費

乗

せ
ら

れ

L
も

の
な

れ

F,/)
も

M
id
叫and
B
ank,
の

ンf
o

n
th
ty
R
ev
i.W
.
M
arch-

A

p
r
i
T,
)
9

8
中

の
.絡

文
.
"

A
m
algam
a
tior-

I
th
e
N
ote
lsSu
e㌔
及

び
其

の

前
第

と

も

云

ふ

べ
き

同

R

e

view
,

Feptem
ber
O
ctober,
)
9

26)
中

の
論

文
LLA
m
a7g
a
m
a
tio
n
o
f
th
e
N
o
te
lssu
c
gJ'を
も
参

考

に
資

せ
り
O

四

成
上
を

以
て
薪
改
案

の
解

説

を
終

っ
た
o

食
後

に
残

る
娃
之

に
封
す

る
私

の
感

想

を
叔

ぶ
る

こ
と
で
あ

る

○表
面

に
現

は
れ

る
事
賓

よ
り

す
れ
ば
問
短

は
至

極
簡
単

で
あ

p
て
'
1
癖

龍

に
十
志

の
政
府
腰
啓

は
沈
蓮

よ
り
引
場
げ
ら
れ

て
房

じ
額

面

の
英
蘭
銀
行

券

が
之

に
代

る
こ
と

＼
戦
時

の
急

に
鷹

す

る
為

め

に
設

け
ら

れ
た
限
外
優
行

の
規
定

が
恒
常
的
規

定

と
な

つ
た

こ
と

1

の
外

に
殆

ど云
ふ
に
足

る

こ
と
が
左

S
や
う

に

見

え

る
｡

然

し
乍
ら
畳
要

な

る
は
事
賛

そ

の
も

の
よ
り

も
事
賓

の
責

に
動
Y

精

辞

で
あ

る
｡

私

は
今

回

Q
,

潮

経
某

に
よ

っ
て
封

さ
る
べ
き
英
国
通
貨
制
度

の
改
革

が
軍

に
形
態

上
ゐ

愛

化

に
止

ら
ず

し

て
､其

の
清

静

に
於

け

る
塞
要

な

る
壁

化
を
暗

示

し
て
居

る
こ
と

に
興

味
を
費

え
る
の
で
あ

る
U

英
蘭
銀
行
券
と
政
府
紙
幣
と
の
食
僻
に
放
て

(
二
二
七
)

均
九



奔
四
十
五
巻

第
二
披

(
二
二
八
)

五
〇

I-
粋

も

7
八
四
四
年

以
次
長

費

に
亙

っ
て
英

国

の
銀
行

券
喪
行
制
度

を
支
配

し
凍

少
し
精
静

は
人

も
知

る

如

く

所
謂
通
貨

主
義

の
理
論

で
あ

っ
た
｡

即
ち

1
国

の
通

貨

は
全
部
盛

貨
特

に
本
位

金
属

賃

よ
㍉

成

る

之

と

を

以

て
理
想

と
す
べ
き
も
の

に
し
て
要

し
貴
金
属

を
節
約

す

る
名

め

に
､通

貨

の

T
部
分

を
銀
帝

券
を

潮

て
充

す
場

合
に

は
其

の
伸
縮

を
し

て
宛

か
も
通

貨

の
金
部

が
銭
貨

よ
り

成

る
場

合

と
同
株

な

ら

し
む

る
を

醇

す

と
.す
る
｡

こ

の
理
論

よ
り
凍

る
嘗
虎

の
結
論

旺
銀
行
券

の
保
琵

覆
行

の
部
分

は
如
何

な

る
場
合

に
も

通
資

の
需
要

が

こ
れ
以
下

に
下

る

こ
と
な
し

と
確
信

せ
ら

る

ゝ
限
度

以
内

に
止

渇
+(
く

そ
れ

以
上

旺
金
廟

正
喪

準
備
費
行

た
ら

ざ
る

べ
か
ら
す

と
云

ふ

に
岸
著

す

る
｡

換
言

す

れ
ば
保
定
発

行

は
牽

行
額

中

の
固
定

的
部

分
を

占
む

べ
き
も

の
に
し

て
伸
給
的
部

分

は
正
貨
準
備

費
行
.の
部

分

に
あ
る
｡

鋲

腐
食
数

量

の
儲
節

は
保

定
蟹
行

の
部

分

に
よ

っ
て
行

は
れ

る
に
あ
ら
ず

し

て
'正
貨

準
備
頚
行

の
増
減

に
よ

っ
て
行

は
れ

る
O

英
蘭

銀
行

の
保

定
蓉
行

限
度

は
か
-

の
如
く

に
し

て
定

め
ら
れ
し
も

の
に
し

て
初

め
よ
り

こ
の
部

分

に

ょ

っ
て
銀

行
券

の
増
減

を
計

る
意
思

は
毛
頭

も
な

か

っ
た

の
で
あ

る
｡

営

初

の
保

琵
蛮

行
限
度

一
千

四
百

貰

静
中

の
大
部
分
た

る

7
千

]
百

寓
密

が
轟
然
不
動

の
性
質

を
帯

ぶ
る
政
府

永
久
貸

上
金

よ
り
成

る
む

よ

-

平
然

た

る
を
得
た

る
は
即
ち

JJ
の
理
由

に
基
く
O

更

に
竣
行
部

と
銀

行
部

と
を

分
節

す

る
英
蘭

銀
行
猫
特

の
制
度

も
亦
通
貨
主
義

の
所
産

で
あ

る
O

.AJあ

二
部
局

制
度

の
指
導

的
主
張
者

に
し

て
叉
銀
行

催
例

の
制
定

に
就

き
時

の
首
相

サ
-
･
p
-
メ

-
+
･QAJ
I
ル



忙
大

な

る
影
響

を
輿

へ
た

る

ロ

-
ド
･オ
ー
ダ

ァ

I
ス
･&･
-

ン
が

と

の
間

置

を
論

じ
た

る
有
名

な
論
文

に
於

て
率

ぐ

る
理

由

は
次

の
通

り

で
あ

る
｡

若

し
銀

行
券

の
牽
行

が
銀
行

の

7
般

営
業

よ
り

分
辞

せ
ざ

る

と

き

は
､

7
'銀
行

券

の
重

荷

は
商

業

讃

碁

の
基
礎

の
上

に
登
行

せ
ら

る
1

を

以

て
'8

倍

の

騰
貴

と
と
も

に
其

の
蛮

行
高

を

噂
加

L
t物

情

の
低
落

と

と
も

に
其

の
牽

行
高

を
収

拾

す

る
傾

向

を
生

す

べ
し
.

こ
れ
鋳

貨

流
通

､の

場

合

に
生

す

べ
き
現
象

と
正
反
封

な
り
｡

二
'瀧
行

合
畿

行
者

は
銀
行

券

を
空

行

す

る

と
同

時

に
預

金
を
収
受

す
る
を

以

て
彼
等

は
認

容

を
換
煩

す

る

こ
と
を
忘

れ

て
預
金
者

の
認

め

に
臆

じ

て
敏
行

券
を

不
雷

に
牽
行

す

る
大
な

る
誘

惑

に
陥
り
慶

い
｡

三
'銀
行
券

襲
行

者

と
商

取

引

と

の
接
梅
南

係
)は
金

観
逼
迫

の
際

銀
行

分

の
不
茸

在

る
章
行

に
よ

っ
て
公

衆

及

び
商

業
信

用
を
援

助

す

る
強

き
動

因

と
な

る
｡

四
､銀
行

券

の
濫
用

は
殆
ど

総

て

の
場

合

明

か

に
以
上

の
如

き
原
因

に
拓

せ
し

む

る

こ
と
を
得

る
O

玉
.銀
行

券
並

に
預
金

の
二
職
能

の
合

7
は
理
論

上
並

に
葦
行

上
適

-

べ

か

ら
ざ

る
混
乱

を
惹

起
す

る

こ

と

を

示

し
売
.
(後
略
)
(註

こ

即

ち

彼

の
見
解

に
碇

へ
ぼ
英
蘭

銀
行
葬

の
発

行
を
商

取
引

の
資
金

需
要

よ
り

柴
関

係

な
ら

し

む
る
麓

め

rに
畿

行
盛

行
両
部

の
分
離

が
必
要

な

の
で
あ

る
｡

之

を

サ

-
ロ
バ

1
4
･ピ

ー
ル
の
攻

の
言
草

と
想

払
合

す

英
筒
銀
行
券
と
政
府
紙
幣
と

の
合
併
に
放
て

(二
二
九)

五

l



第
四
十
五
番

第
二
波

へ
二
三

〇
)

雪

山

な

ら
ば

二
部

局

制
度
蝶

用

の
理
由

は
最
早

疑

ふ
臨
地

も

な

い
｡

即
ち

サ
～
･ロ
-
パ

ー
･L
は
試

合

に
於

け

る

銀
行

健
例

の
説

明

に
際

し

て
日
-
t

r牽

行
部

は
英
蘭

銀

行

の
敷

地
内

に
あ

る
国

家

の
猫
立
機
閲

に
し

て
絶

対

に
英

筒

銀

行

の
埋
軍

曹

の
支

配

の
外

に
立

つ
も

の
で
あ

る
｣と
.
(藷

二
)

斯

-

の
如
-

に
し

て
豪

行
部

は
英

蘭

銀

行

の

7
般

管

義

と
全
然

隔

絶

し
.経
痢

界

の
動

き

が
如

何

に
あ

る

と
旦

た

ゞ
機

械

的

に
金

の
出

入

に
感

じ

て
銀

行

券
を
増

減

せ
し

む

れ
ぼ

可

に
し

て
.N
れ

以
上

の
こ
と

は
要

求

せ
ら

れ
す
'叉

こ
れ

以
上

の
こ
と
を

し

て
は
夜

ら

ぬ

の
で
あ

る
｡

銀
行

券

の
伸
縮

に
人
為

を
加

ふ
ペ
か

ら

す
'金

を

し

て
調
節

せ
し

め

よ
と

云
ふ

の
が
其

の
精

神

で
あ

る
｡

通

貨

の
調
節

に
些
政

策
lが
な

い
｡

た

ゞ
自

働

的

に
勤

-
盛

械
｣が

あ

る

の
み

で
あ

る
0

中

央

銀
行

の
通

貨
行

政

を

託

す

べ
き
人

と

は

JJ
の
機

械

を

自

ら

動

か
す

人

に
あ

ら
ず

し

て

JJ
の
横
磯

に
油

を
差

し
其

の
蓮
韓

を
囲
滑

な

ら

し
む

る
番

人

で
あ

る
0

枚

に
要

求

さ
れ
た

る
鷲

椅

は
た

Ẑ
r正
直
｣の

T
美
徳

の
み

で
あ

る
0

然

る

に
新

法
案

が
戦
前

の
雷

制

に
露

ら
す

し

て
保

澄

準
備

屈

伸

制

限

法
を
永
く
将

来

に
稽

冷
す

'(
-
決

意

し

両
も
其

の
運

用

に
可
成
白

由

な

る
辞

樺

を
許

せ
し

こ
と

は
何

を
談

る
も

の
で
あ

る
か
｡

一
般

の
見
解

に
従

へ
ぼ
今

で
も
保

謹
準
備

屈
伸
制

限

法

は
保
讃

準
備

直
接

制

限

法

の

1
奨
形

に
過

ぎ
ず

も

て
其

の
基
底
を

な

す
精

砕

は
同

7
で
あ

る

と
信

じ
ら

れ

て
居

る
｡

即

ち

原

則

と
し

て
は
銀
行

券

の
伸

飴

的
部

分

を
動

か
す

も

の

は
正
貨

準
備

で
あ

っ
て
'た

ゞ
恐
慌

等

の
場

合

に
於

け

る
非
常

手
段

と
し

て
限

外

苧



行

を
許

す

の
で
あ

る
と

す

る
O

今

よ
カ

四

五
十
年
前

屈
伸
制

限

法

が
猫

過

や
日
本

に
は
じ

め

て
抹
用

さ

れ

し
常

時

の
精

静

は
炭

も

な
く

さ

う

で
あ

っ
た

の
で
あ

る
か

ら
人

々
が

か
-

辞

す

る

こ
と

に
不
思
議

は
な
い
｡

然

し

時
勢

の
推

移

と

と
も

に
制
度

は
宛

か
も

そ
れ
自

ら

が

生
物

で
あ

る
か

の
如

く
'之
を

動

か

す
人

が
之

を

意

誠

す

る

と
否

と

に
か

1
は
ら
ず
感

化

し

っ
1

あ

る
も

の
で
あ

る
｡

限
外

発

行

は
其
後

の
質
積

に
徹

し

て

決

し

て
非
常

手
段
と

云

ふ
を
得

覆

い
O

寧

ろ
常

時

の
慣

用
手

段

と
な

っ
て
居

る
Q

而

し

て
銀

行

券
数

量

を

調
節

す

る
最
も
按

妙

怒

る
清
輝

が
知

ら

す
識

ら
や

の
問

に
正
貨
準
備

費
行

め

部

分

を
去

っ
て
保

護

費

行

の

尖

噂

の
部

分

に
移

り

つ

1
あ
る

の
で
あ

る
｡

換
言

す

れ
ば

現
今

に
於

て
は
銀
行

券

の
数

量

は
勿
論

正
貨

準

備

の
槍

減

に
よ

っ
て
も
支

配

さ

る
1

が
'そ

れ

に
も
劣

ら
ず
否

そ
れ

に
優
り

て
'保
遼

畿

行

に
鯨
カ

が
存

す

る

か
限
外
畿

行

が
現

は
る
1

か

に
ょ

つ
て
影
響

さ

る

･.
傾
向

が
あ

る

の
で
あ

る
｡

搭
乗

は
急

々
さ
う

な

る
で

あ

ら

う
｡
レ
JJ
れ

保
誇

発

行

の
部

分

を

固

定

し

て
銀
行

券

の
如

何

に
些
細

な

る
伸
給

も

専

ら
正
貨

準
備
菱
行

の
部

分
に

於

て
調
節

せ
ん

と

せ
し
保

護

準
備

直
接

制

限

法

と

は
似

て
も

つ
か

ぬ
制
度

で
あ

る
.

現
今

の
階

^

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
'
'

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
P

段

に
達

せ

る
保

謹
準

備

屈

伸

制
限

淡

は
濃
早
金

を
し

て
人

を
支
配

せ
し

む

る
制
度

に
あ
ら
ず

し

て
'或

る
総

ヽ

p

J_
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

P
ヽ
]_
ヽ
ヽ
ヽ

皮

ま

で
人
を

し

て
金

を
支

配

せ
し
む

る
制
度

で
あ

る
O

而

し

て
こ
れ
賓

に
金
本

位

制

度

の
合

理
的
進
展

の

結

果

に
外

な

ら

ぬ

の
で
あ

る
.

然

る
に
世
論

の
多

-

は
限

外
軽
行

が
最
初

漁
想

せ
ら
れ

L
如

き
非
常

手
段

た

る

の
僚

域

に
蹄

踊

せ
ざ

る
を

以

て
却

っ
て
不
雷

な
め

と
す

る
O

私

の
断
然

了
解

し
得

ざ

る
朗

で
あ

る
.

英
蔚
銀
行
券
と
政
府
紙
幣
と
の
合
併
に
就
て

(三
二)

五
三



第
四
十
五
懸

軍

一拡

(
二
三
二
)

五
四

盃

は
嘗

て
本
誌

昭
和
元
年

7
月
既
並

に
二
月
旋
所
載

の
拙

稿
｢限
外
哉

行
諭
Jに
放

て
限
外

凌

行
を
警
戒
信

淀

と
解

す

る
通
読

の
謬
見

た

る

JJ
と
を
指
摘

し

て
置

3
た
.

放

て
見
ら
れ
度

い
｡)
こ

の
意
味

に
於

て
深

井

芙

五
氏
が
英

の
近
業

に
於

て
､

繭

節

の
鮫
地
少
な

き
本

位
賃

と
'之

と
性
質

を
同

じ
-

す

る
正
貨

準
備

饗
行
と
.

調
節

の
僚

地
多
き
保

護
費

行

の
併
存

す

る
場
合

に
は
通
貨
金
盟

の
調
節

は
王

と
し

て
保

琵
空
行

の
上

に
於

て
施

設

せ
ら
れ
ね

ば
な
ら

ぬ
.j
(註

三
)

と
説

き
'保

護
蓉

行

の
限
度

を
標

準

と
し

て
委
行

飴
カ
.限
外
蓉

行
等

と

区
別

す

る
こ
と
さ

へ
法

文

の
意
義

に
照

せ
ぽ

ーE
確

な

る
用
語

と
云

ふ
'(
か
ら
す

と
な

し
､

亮

換
銀

行
券

伎
例

は

一
億

二
千
寓

園
を
環

と
し
て
保
琵
改
行

の
嘘

件
を

琴
別

し

て
居

る

の
み
で
.

夜

行

に
制

限
を
設

け
た

の
で
旺
な

い
｡

制

限
外
塾
行

と
云

ふ
通

用
語

に
絢

托
し
.法

定

の
制

限

を
超

え
た

る
発

行

と
解

す

る
は
間
違

ひ
で
あ

る
l
(誌
四
)
と
叙

ペ
ら
れ

た

の
は
誠

に
骨

費

に
常

れ

る
見

識

と
云

は
ね
ぽ
な

ら

ぬ
｡

そ

JJ
で
英
国
新

法
案

が
限
外
数
行

の
規

定

を
設

-

る

に
普
り
東

の
立
案
者

た

る
攻

府
東

の
連

用

の

イ
ヱ

シ
ア
テ

ィ
ヴ
を

と

る
英
蘭

銀

行

が
と
も

に
之
を

以

て
'嘗

て

7
八
七

五
年

の
濁
逸

銀
行

法

制
定
､並

に
明
治
二

十

1
年
日

本

の
食

塊

銀
行

券
億
例

の
改

正
の
常
時
政
府
常

路
者

が
考

へ
た

る
細
く
非
常

時

の
魔

急
事
段

と

は
見

ず

し

て
.金

の
流
出

入

が
正
常

な

る
通

貨

行
攻

に
対
し

て
加

ふ

べ
き
堅
迫
を
緩

和

す

る
常
用

の
調
節

手

段

と
見

た

る
は
'見
解

上

の
著

し
き
進
歩

で
あ

る
｡

こ
れ
を

以
て
私

竺

こ
ふ
.
二

八
四
四
年

の
英
国

の
銀
行

償

例

と

一
八
七
五
年

の
猫
逸

の
銀
行

漁

と

の
瑚



た

環

は

る
拒
態

よ
妙

も
造

か

に
犬

な

る
拒
社

が

7
九

二
八
年

の
英

国
の

政

府
紙
幣

並

に
銀
行

券

榛
例

と

t

八
七

長
年

の
濁
泡

の
銀
行

法

と

の
問

に
横

は

る
言

｡

却
ち

一
八
七

五
年

の
猫
逸
銀

行

法

は
其

の
形

を

同
く

す

る
今
度

の
英
国

藩

侯
例

に
封

し

て
.形

の
上

で

は
少

な

か
ら

ざ

る
差

異

を
有

す

る
英

国

の
管

制

に
封

す
る

よ
り

以
上

の
差

異

が
あ

る

の
で
あ

る
J

そ

れ

は
精

神

の
差

異

で
あ

る
｡

そ

し

て
そ
れ

は

7
]

七

五
年

と

l

九

二
八

年

と

の
差

異

で
あ

る
C'

1

金

を

し

て
機
械

的

に
通

貨

を
調
節

せ
し

め
ん

と
す

る
思
想

墜
積
準

的
債

値

軸

も

償
値

の
槙

準

比
企

の

7T

定
量

(rieb<ate
は
t%
e謂

矩

琵

oe8誌
iYRebertQpef.封
aBnkV～B
;
lBAo'fL
T
4
㌢
竃

纏

詑

絹
餞

.)

に
し

て
･貨

幣

の
債
値

は
金

の
債

権

に
よ

っ

て
決

定

せ
ら

る
と

の
嘗

き
見
解

に
立

つ
｡
と

の
見
解

に
立

つ
限
り
金
本

位

の
下

に
於

て
は
金

の
磯
城

的
嗣
筋

力

に
屈

服

す

る
よ
り

外

に
道

な

き

は

明

か

で
あ

る
｡
.
然

し
乍

ら
金

の
虎

)

億

は
貨
幣

の
慣
棒

を

し

て
如

何

な

る
場

合

に
も
其

の
(金

の
)地
金
慣
植

以
下

に
下

落

せ

し

め
ざ

る
意

味

に
於

ヽ

ヽ

ヽ

で
貨
幣

の
慣

値

を
拘

束

す

る

-

そ

し

て
そ

れ

は
金
本
位

が
通

貨
行
政

の
乱

用

を

防

ぐ
最
終

局

の
保
障

を

な

す
も

の
で

あ

る

1

が
房

時

に
金

の
債
権

は
地

金

慣

倍

以
上

の
範

囲

に
於

て

は
寧

ろ

反
封

に
貨

幣

の
煩

慮

に
よ

っ
て
影
響

さ

る

1

も

の
在

る

JJ
と

は
現
今

に
於

て
は
今

更
叙

ぶ
る
必
要

も

な

き

定
説

で
あ

る
｡

両

か
も
欧

洲

戦
後

の
経

験

は
人

々
に
蚕

は

よ
き
僕

な
れ

ど

も
悪

し

き
主

人

と
な

る

こ
と

あ

る
を

切
葦

に
感

ぜ

し

め
た
｡

こ
1

に
於

て
今

や

こ

の
新

し
き
理
解

の
下

に
自

働

的
金

本

位

制
度

よ
且
統

制

せ
ら
れ
た

る
金

本

畢
闇
銀
行
券
と
政
府
紙
帝
と
の
合
併
_ニ
放
て

(
二
三
l二

五
五



第
四
十
玉
食

第
二
沫

(
二
三
四
)

五
六

位

制
度
｣
へ
の
進
展

捻
開
始
さ
れ

つ
⊥

あ

る
O

的
外
専

行

の
新

し
き
解

樺

は
こ

の
貨
幣
包

論

上

の
進

化

五
秒

容

易

に
展

開

さ
れ
錯

べ
き
朗

の
も

の
で
あ

る
O

か
-

て
通
貨

制
度
過
去

の
進

展

は
次

の
如

き

JJ
と
を
昔

々
に
誤

る
｡

先
づ
通
貨

主
義

を
最
も

息
膏

に
悠

現

せ
る
保
雷
準
備

直
接
制
触
法

が
生

れ

た
｡

女

に
同

じ
通

貨
主
義

に
立
ち

つ
1

之

に
僅

少

の
修
飾

を

加

へ

た

る
嘗

き

タ

イ
プ

の
保

証
準
備

屈
伸
制
限

法

が
出

現
し
た
｡

次

に
限
外
奇
行

に
金
-
薪

し
き
醇
梓

と
運
用

と
を
輿

へ
た

る
新

し

い
タ
イ
プ

の
保
詮
準
備
屈
伸
制
限

法

が
敬
遠

し

た
｡

而
し

て
終

発

限
外
哉

行

の
使
件

を

益

々
緩

和
し

て
行

け
ば
其

の
極

は
保
護
費
行

限
度

の
無
限

の
環

張
即
ち
撤
腰

で
あ

る
｡

そ

し

て

こ
の
瞭

代

は
や
が

て
凍

る
だ
ら

う
.

と

の
階
段

に
達

す
れ

ば
銀
行

券

の
金

免

換

の
義

務

の
み
を

存

し

て
銀
行

券

の

奇

行
を
全
然
自

由

に
放
任

す
べ
L

と
す

る
所
謂
銀
行
主
義

の
主
張

が
茸

現
す

る
JJ
と

に
な

る
｡

盛

る
と
き

は
通
貨
行
数

は
著

し
-
自
由

と
な

る
'(
-
'こ

の
階
段

に
於

げ

ろ
経

験

に
よ

っ
疋
其

の
自

由

が
濫
用

せ
ら
れ

す

し

て
通
貨

の
調
節

が
適
正

に
行
は
れ

る

こ
と
が
軍
記

せ
ら
れ

た
と
き
は
･中
央

銀
行

を
金

免
換
義

務

よ
レ

解
放

し

て
金
森

位
を
虚

血
す
る

の
可
否
が
決

定

さ
る
1

と
き

で
あ

ら
う
｡

御
慶

は
飛

躍

を
許

さ

ずtr今
日

よ
り
明
日

へ
｣と
急
樽

し
得

+(
き
も

の
で
は
な

い
o

然

か
も
宛

え
ず
進

化
し

て
止

ま

ぬ
も

の
で

あ
る
O

そ

こ
で
か
く

の
如
-
亀

券
制
度

が
保
語
準
備

直
避
制

限

法

よ
り
屈
伸
制

限
法

へ
と
垂
展

し
涌

か
も

犀
伸

制
限

孜

の
内
部

に
於

て
も
限
外
蛮
行

の
解

揮
並

に
連
用

が
巌

よ
か
紋

に
推
移

し

っ
ゝ

あ

る
傾
向

蛙
近

世
信



用

組
織

の
進

展

に
宿

れ

ば
昔
然

逸

り
来

る

べ
き
要
求

な

の
で
あ

る
0

嘉

を
英

国

に
就

て
見

る

竺

八
E
I
四

年の億例の
制

定

せ
ら
れ

し
時

代

に
於

け

る
韓

通
通

貨

の
主

要

部

分

は
銀

行

倉

並

に
鋳
貨

で
あ

っ
た
O

然

し
乍

ら
現
今

に
於

て

は
事
情

は
著

し
く
異

な
り
東

貨

は

小
額

の
補

助

貨

を
険

-

外

は
流
通

せ
ず
'金

貨

の
殆
ど

全
部

は
英
商
銀

行
牽

行
部

に
集

中

さ

れ

て
居

る
O
､
こ
の
金
貨

は

金

地
金

と

と
も

に
銀

行
券
牽

行

の
正
貨

準
備
へ約

7
億

五
千

高
藤
音

形
成

し
.こ

の
上

に
約

四
伝

辞

の

銀
行

券

(畑
は
謂

胎
齢
誓

)
が
牽

行

せ
ら
れ

て
居

る
｡

こ

の
四
億
醇

の
中
約

五

千
嵩

棒

は
銀
行

部

に
廻
付

せ
ら
れ

て
同

部

預

金
準
備

と
な
り
叉

ケ
イ

ン
ズ

の
推

算
た

よ
れ
ば

(誼
玉
)
約

7
億

番

は
市
中

銀

行

の
屋

中

に
留

っ

て
其

の
預

金
準

備

の

1
部

を

形
成

す

る
を

以

て
露

局

市

場

に
流
通

す

る
銀
行

券

は
約

二
倍

五
千

高

藤

に
過

ぎ
な

い
｡

銀

行
部

の
預

金
準
備

た

る
約

五
千

高
藤

の
上

に
は
約

7
億

諺

の
民

間

預

金

が
支

持

せ
ら

れ
､こ

の

民

間

頭
金

の
大
部

分

と
'さ
き

に
叙

べ
た
約

7
億

番

の
銀

行
券

と
'東

に
若

干

の
補
助

貨

と
を

加

へ
た

も

の
が

市

中
銀
行

の
預
金
準
備

を

成
す

の
で
あ

る
0

其

の
鶴

は
凡

そ

二
億

五
千
寓

蕗

前
後

と
見

る

こ
と

が
出
来
る
｡

(
註

六
)
而

し

て

こ

の
二
億

五
千
罵

琴

の
預

金
準
備

の
上

に
寛

大
な

る

二
十
億
藤

の
預
金

が
建

設

さ
れ

て
居

る
O

而

し

て
JJ
の
中

の
約

六
割

が
菖
座

預
金

と
す
れ

ば

(註
七
)
預
金
通
貨

と
し

て
活

動

し
得

る
額

は
約

十

二
億

啓

で
あ

る
0

弥

ち
英

軍
明

夜

の
通

貨

の
最

大
部

分

は
預
金
通

貨

に
し

て
流

通

銀

行
券

は
預

金
通

貨

の

約

五

分

の

T
を

占

む

る

に
過

ぎ
な

い
｡

戦
前

大
部
分

は
な

捜
菰
通

し
居
少

し

金
貨

が
托
通

界

よ
少

引
場

蹄

巽
南
銀
行
券
と
政
府
紙
幣
と
の
合
併
に
銑
て

(
二
三
五
)

五
七



幕
四
十
五
魯

弟
二
法

〇
三

六
)

五
八

な
れ

て
今

は
通
貨
な

る
職
始

を
重
く

失

っ
て
専

ら
他

の
遺
糞

の
準
備

と
な
れ

る
こ
と

昧
人

の
知

る
所

在
れ

ヽ
ヽ

ど
も
.銀
行
券
も
亦
次
第

に
通

貨
た

る
職
緒

を
速

か
歩
よ

り
多
く
現
金
準
備
ぬ

る
職
能

に
折
づ

き

つ
1
あ

る

の
で
あ

る
｡

八
.か
く

の
如
-

托
し

て
全
食
倒
市
場

の
活
動

は
市
中
銀
行

の
頚
金
準
備

に
儀
容

L
t街
中
銀
行

の
預

金
準
噂

は
英
蘭

銀
行
銀

行
部

の
民
間
預
金

に
依
存

し
東

園
銀
行

の
民
間
預
金

は
同
行

銀
行

部

の
銀
行

券
保

有
高

に

依
存

す

る
と
云

ふ
関
係

が
成
立
す

る
｡

故

に
銀

行
部

の
銀

行
潜
保

有
高

は
英
蘭

銀
行

自
身

は
勿

論
'
一
般

食

敵

市

島
が
最
も
注
意

を
集
中

す

る
項
目
と
な

っ
て
居

る
.

こ
れ
戦
前

既

に

ク

レ
ー

ア
が
義

行
部

の
準
備

金

LJ
そ
賓

に
英
蘭

銀
行

の
信
用

活
動

の
基
礎

に
し

て
且
各
定
割
引
歩

合

の
鍵

で
あ

る
J
(註
八
)
と
道
破

せ

各
駅

以
で
あ

る
｡

通
貨

と
し

て

の
金

貨
並

に
銀
行

券

の
割
合

が
著

し
-
減

少

し
て
通
貨

の
槍
減
を
支
配

す

る
要

素

が
戦
前

に
比
較

す

れ
ば
更

に
多
-
英
蘭

銀
行

の
預
金

準
備

に
移
り
た

る
現
今

に
於

て
は
樹
更
然

り

と
云

は
ね
ぼ
な
ら

ぬ
｡

ス
ガ

ル
デ

ィ

ン
ク
が
r故

に
と

の
(銀
行
部

の
準
備
金

を
指
す
)轡
勤

は
金
融

界

の
､あ

ら
ゆ

る

方

面

に
於

て
最
大

の
注
意

を

以
て
観
察

さ
れ

て
居

る
｣
(証
九
)
と
云
払

ウ

ォ
-

タ

-
リ
ー
7
が
銀

行
部

準
備

金

が
頭

金

に
封
す

る
割

合
を
以

て
夷

蘭

銀

行
タの
ポ

ジ

シ

ョ
ン
の
力
聖

ボ
す
指
数
lな
り

と
し
た
(撃

○
)JJ
と

は
糞

よ
り
常
葉

で
あ

る
｡

約

言
す
れ
一腰
英

蘭
銀
行

銀
行
部
保
有

の
銀

行
券

の
噂
城

は
金

金
融

市
場

に
旗

六

軒

る
波

紋

を
接
せ

る
も

の
で
あ

っ
て
'茸

に
tJ
れ
金
英
国
金
融

鼎

の
中

心

に
波

打

つ
鼓
動

で
あ

る
O



妄

こ
で

こ
の
銀

行
部

の

現

今

準
備

た

る
銀

行
券

の
脅

減

は
蓉

行
餌

に
於

け

る
金
準
備

の
脅

城

に
よ

っ
て

支

配

さ
る
1

も

の
で
あ

る
が
銀
行

券

が
通

貨

と

し

て
流
通

す

る

こ
と
多

か
り

し
時

代

と
然

ら
ざ

る
時
代

と

を

此
較

す

る
と
.そ

の
間

に
可
成

の
差

が
あ

る
.

即

ち
若

し
金
兜

換

の
請
求

が
流
通

銀
行

券

を

以

て
な

さ
れ

る
と

せ
ぼ
'そ

は
草

に
発

行
部

の
金

と
銀
行
券

流
通

高
を
同
額

づ
1

減
ず

る

の
み

に
て
'銀

行
部

の
預

金

準
備

に
は
殆
ど

影
響

を
及

ぼ
さ

ず.従
っ
て

一
の
金

の
流
出

は

7
の
通
貨

を
減

少

せ
し
む

る

に
過

ぎ

忽

S
が
'若

し

金

の
芳

要

者

が
銀

行
部

よ
り
貸

出

を
受

け

又
は
預
金
を

引
田

し

て
銀
行

券
を
獲

得

し
'そ

の
銀
行

券

を
蓉

行

部

に
呈

示
し

て
金
允

操
を
請

求

す

る

と

せ
ば
'旗

も
な
-

銀
行

部

の
預
金

準
備

率

を
悪

化

せ
し

む

る
を

以

て

1
の
金

の
聴

出

は
之

に
幾

屠
償

す

る
通

貨

の
減

少
を
惹

起

す

る
で
あ

ら

う
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而

し

て
通
貨

の
最
大
部

分

が

預
金
通

貨

よ
り
成

る
現
代

に
於

て
金

允

換
請

求

が
多
-
後

者

の
方

法

を
探

る

こ
と

は
極

め

て
自
然

で
あ
蓬

と

の
プ

ロ
セ

ス
は
既

に

ク

レ
ー

ア
が
前
掲

書
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放
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叙
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あ

る
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梶
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興
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近
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葦
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の
銀

行

券
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摸

せ
ら
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の
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行
券
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畠
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凝
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行
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於

け

る
銀

行
券
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と
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あ
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ど
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融

政

策

を
賓
行

せ
し

め
ん
と
欲

す
れ

ば
保
詮
畿
行
法

定
限
度

の
束
縛

を
緩

和

す

る

の
必

要

は
敦
早

到
底
避
-

可

か
ら

ざ

る
所

で
あ

る
rJ
(註
〓
こ
し
私

は
今

JJ
l
に
新

法
案

が
定

め
た

る
保
置
蛮
行

限
度

が
低

き

に
失

す

る

や

否

や
を
敢

て
議
論

し
な

い
｡
,
た

ゞ
政
府
並

に
英
蘭

銀

行

の
常
局

が
限

外
畿

行

の
連
用

に
闘

L
か
く
も
自

由



托

し
て
事

理

を
塀

へ
た

る
意

思

を

豊

明

し
た

る
以
上
'保

詮

整

行

限
度

環

張
論

者

の
畳

は
著

し
-
緩

和

せ
ら

る

'(
き

こ

と

を
記

す

る

に
止

め

や

う
.

(終
)

因

に
本

改
案

は

五
月

二
十

二
日
無

修

正

に

て
下

院

を
通

過

し

六
月

七

田

に
上
院

第

二
頚

骨

を
通

過

し

た

o
其

後

の
清
息

を
明

に
し

な

い
が

)h
nom
ic
J
o

um
111
所

載
前

記

ケ

イ

ン
ズ

の
評

論

中

に

"
htelyp
assed

into
law
"
在

る
文

句

あ

る

よ
り
察

す

れ

ば
上

院

も
通

過

せ

る
な

ら

ん

か
o

(詮

こ

L
.rd
O
ve邑
one
:
T
ractmJ
&
C.
O
n
H誉
ta
Z】io
害
d

fノa
p
er

C
t7rreZ3CY,
L
o邑
on
2857.
枚
鋲

の
論
文
T
h
o
t)g
h
t
B
O
n
th
e

seperation
o

f
th
e
d
epartm
e
n

ts
o

f
t
h
e

B
ank
of
E
r)glan
d
.

p
p.
24
9.

(
敦
二
)

rJ
ulftegger
:
D
ie
B
an
k

Yonih
l
g
l

and,
Ztir
iell,
)915
,S
;32
よ

り
哉
引

す
｡

(
謹
三
)

深

井

英
五
戊

､通
貨

調

節
論
三

七

頁

(註
e
r)
回

書

三

九

1
四

〇
冥

(詫
五
)

1(
ey
nes
こ
b
id.
r,,
326
,

(詫
六
)

英

蘭
銀

行

勘
定
の

概
数

に.
五

月

初

旬

の

J

の
な

基

礎

と

せ

る

が
故

.1二

重

固

市

中

銀

行
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数

字
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に
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揺
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に
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潮
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